
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ はじめに 

本校では、「かかわり つながり 共に未来を

切り拓く子ども」を今年度の重点としている。本

校の生徒は、基本的には落ち着いているものの、

決められたことや与えられたことはできるが、自

主的・自律的に活動して自分をさらに高めるとこ

ろには至っていないという課題がある。 

 こうした課題の解決に向け、また、重点である

「未来を切り拓く」力をつけるために、道徳科と

他の教育活動とを関連させて取り組んだ事例を二

つ紹介する。一つ目は、生活習慣の指導との関連

である。生活を振り返り、改善すべき点などにつ

いて進んで見直しながら、望ましい生活習慣を積

極的に築くことをねらいとした。二つ目は、キャ

リア教育との関連である。自身の将来像を思い描

き、夢や希望など喜びのある生き方につなげるよ

うにすることをねらいとした。 

 

２ 生活習慣の指導との関連 

 生徒アンケートの「スマートフォンやパソコン・

テレビの時間は 2 時間未満にしている」という項

目で「よく当てはまる」「当てはまる」を合わせた

回答の割合が、毎年３０％台という低い結果とな

っている。また、後述の快眠学習事前アンケート

の「寝る直前までテレビ・ゲーム・スマートフォ

ン・パソコンのいずれかを使うことがありますか」

という項目で「よくある」「ある」を合わせた回答

の割合が８５％と、多くの生徒が夜遅くまで電子

機器に触れており、そのせいか日中眠そうにして

いて、もっている力を十分に発揮しきれていない

姿も見られる。 

 生徒が自身の生活を見つめ直し、自ら改善して

いこうとする意欲や態度を育てるために、【Ａ（2）

節度，節制】の道徳科の授業と関連させながら、次

のような取組を行った。 
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（１）土曜学習応援団「快眠講話」 

 携帯型ゲーム機やスマートフォンの普及によっ

て睡眠がおろそかになっている実態を踏まえ、生

徒の睡眠を見直すきっかけとして、東洋羽毛工業

株式会社の協力の下「快眠講話」を実施した。この

「快眠講話」は文部科学省が推進する土曜学習応

援団の教育事業で、寝具の開発を行う東洋羽毛工

業株式会社が行っている、睡眠について学ぶ小中

学生向けの教育プログラムである。一般社団法人

日本快眠研究所・國井修所長（上級睡眠健康指導

士）を講師としてお招きし、日常に重要な役割を

果たす睡眠について講話をしていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前に「眠りのチェックアンケート」を全校生

徒に行い、本校生徒の睡眠データと全国のデータ

とを比べながら、より良い睡眠に近づけていく方

法をアドバイスしていただいた。中学生が興味を

持って話が聞けるような構成になっており、どの

生徒も興味津々で講話に参加し、自らの睡眠習慣

について真剣に考えている様子が見られた。講話

後は、質疑応答の時間を１時間とった。「朝パッと

目覚めることができないのですが夜のうちに対策

できることはありますか。」「スマホを寝る１時間

前にやめるにはどうしたらいいですか。」といっ

た自身の生活を振り返りながらの質問が積極的に

交わされた。また、感想用紙には「この話をいかし

講話の概要 
■STEP 1（事前）：睡眠に関心を高める 
①自身の睡眠のチェック 
■STEP 2：睡眠の大切さに気づく【レクチャー】 
①睡眠の大切さ、睡眠不足のリスクについて学ぶ 
②睡眠に影響を与える生活習慣など"眠り方"を学ぶ 
※ 事前に答えた調査（STEP1）の睡眠チェック 

の結果を STEP２の講話に盛り込んで話を 
していただいた。 

■STEP 3：自身の睡眠を振り返り、講話を今後の 
生活にいかす【ワーク】 

①睡眠に対して良い生活習慣になっているかを 
チェックする 

②今後どうしていくかを考える 
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て勉強や運動に利用していきたい。」「良い睡眠の

効果を受けられるように自分でも努力したい。」

など、講話で学んだことをこれからの生活にいか

そうとする意欲が述べられていた。 

快眠講話を行ったことで、生活習慣を改善する

方法を知ることができただけではなく、生徒が自

身の力で自身の生活を改善していこうという、自

発的な態度の育成にもつながったように感じられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）生活リズムチェックシート 

本校では、定期テストに向けた準備の一環とし

て「潮中ライフチェックウィーク」という生活リ

ズムチェックシートに取り組んでいる。生徒各自

が日常生活の状況を振り返り、自ら進んで改善へ

とつなげていくことを目的としている。 

 前述の快眠講話をこの時期に合わせたことで、

生活リズムを見直すことについて、より強く意識

づけすることをねらいとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）取組を通信で紹介 
 道徳の時間で扱った資料名やそのねらいなどを
保護者に知らせるとともに、授業中に書いた生徒
のワークシートからその内容を紹介するなど、学
校から家庭へ情報を提供することが主な目的である。 
ここで紹介するのは、生活リズムチェックシー

トや快眠講話の時期に合わせて行った道徳科の授
業「きみがいちばんひかるとき①養生訓【Ａ（2）
節度，節制】」の取組である。「養生訓」とは、江
戸時代の学者・貝原益軒が書いた健康（＝養生）に
ついての教え（＝訓）を記したもので、３００年以
上も前に書かれたものだが、その内容は現代社会
にも通用するものとして、今も読み継がれている。
「心や体を元気にするには」「欲をこらえるには」
ということについて考え、最後には充実した生活
を送るための手立てとして生徒自身のオリジナル
養生訓をつくり、それを通信で紹介した。授業の
様子や生徒の感想、生活習慣の大切さ、生活リズ
ムチェックシートの取組も併せて掲載し、家庭と
の連携を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ キャリア教育との関連 

 キャリア教育とは、「一人一人の社会的・職業的

自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育て

ることを通して、キャリア発達を促す教育」と定

義されている。そして、キャリア発達とは、「社会

の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生

き方を実現していく過程」と定義されている。こ

の「生き方」という言葉からキャリア教育のねら

いと道徳教育のねらいは関連が深いのではないか、

また、これらを結び付けて指導することはできな

いかと考えた。 

（１）学習指導要領における根拠 

 学校における道徳教育は、豊かな心をはぐくみ、

人間としての生き方の自覚を促し、道徳性を育成

することをねらいとする教育活動であり、社会の

変化に主体的に対応して生きていくことができる

人間を育成する上で重要な役割を担うことからも、

キャリア教育との深いかかわりがあるといえる。

このことは、「中学校学習指導要領 第１章 総

則 第１中学校教育と教育課程の役割」にも明確

に示されている。「２（２） 学校における道徳教

育は、特別の教科である道徳（以下「道徳科」とい

う。）を要として学校の教育活動全体を通じて行

うものであり、道徳科はもとより、各教科、総合的

な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に応

じて、生徒の発達の段階を考慮して、適切な指導

を行うこと。道徳教育は、教育基本法及び学校教

育法に定められた教育の根本精神に基づき、人間

としての生き方を考え、主体的な判断の下に行動

し、自立した人間として他者とよりよく生きるた

めの基盤となる道徳性を養うことを目標とするこ

と。」 

 

（２）キャリア・パスポートの活用 

前向きに将来について考えることをねらいとし、

「充実した人生をおくるためには？」というテー

マで、キャリア・パスポートのガイダンスも兼ね

て「超・二刀流」という授業を行った。世の中の流

れについて学習しながら、これからの社会の中で

自らの可能性を伸ばすにはどうしたらよいか、ど

んな人になりどう生きたいか、自分らしい生き方

をしていくために今どんなことをすると良いかな

どを考え、キャリア・パスポートに記入した。 

ここでは、授業の流れが分かるスライドと、キ

ャリア・パスポートのねらいや生徒達への願いを

込めたキャリア・パスポートの巻頭言を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ おわりに 

（１）ポジティブな視点で 
①生活習慣の指導と②キャリア教育に関連する

取組を紹介したが、生活習慣であれば「生活習慣
が乱れるとこんなよくないことが起こる。」とい
うことや、キャリア教育であれば「変化の激しい
社会を生き抜くためのＡＩにはできない力を身に
付けなければ。」といった、言葉は悪いかもしれな
いが、何となく「脅し」のような指導になりがち
で、反省することが度々あった。そんな中、東洋羽
毛工業株式会社による快眠講話の「これをすると
こんな良いことがあるよ」という話で、それを聞
く生徒たちが前のめりに学習に参加する姿を見て
「積極的な姿勢を育てるには、ポジティブな言葉
がけが大切なのだな。」と強く感じた。 
また、今回紹介した二つの事例は、生徒の課題

からスタートしたものだったので、今後は、でき
ていないところではなく、伸ばしていきたい良さ
や教育目標に迫ることに目を向けて、こちらもポ
ジティブな視点をもって、重点である「未来を切
り拓く」力をつける指導をしていきたいと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後に向けて 
「道徳科と他の教育活動との関連」についてレ

ポートにまとめたことで、日常の中には子どもた
ちの道徳性を育てるチャンスがたくさん転がって
いることに、改めて気付かされた。また、日々行わ
れている教育活動に道徳科の学びを生かすことで、
子どもたちがその目的や意義をより深く理解する
ことができるのではないかと感じた。 
日常の教育活動の目的を再確認し、道徳科との

往還を意識した指導となるよう、計画的・組織的
に道徳教育を推進していきたい。 


